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  A case ofrhabdomyosarcoma of the urinary bladder in a child with urethral prolapse is reported．

The patient was an 18－month－old girl and was admitted to our clinic with complaints of micturition

pain， hematuria and tumor of the vulva． Histelogical examination revealed that this tumor was

urethral prolapse． A grape－like tumor was demonstrated at bladder bottom by cystogram and cysto－

scopy． The histological pattern was embryonal type ofrhabdomyosarcoma ofthe bladder． Combined

chemotherapy with actinomycin D， adriamycin and cyclophosphamide has been started．

  A survey ofJapanese literature on rhabdomyosarcoma of the bladder in children was done with

reference to age， sex， site of tumor， symptom， histological findings， treatment and prognosis．
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緒 言

 最近私たちは，尿道脱を初発症状とした小児膀胱横

紋筋肉腫の1例を経験した．そしてこの自験例を含め

た小児膀胱横紋筋肉腫の本邦報告例4g例1～42）につき

統計的観察をおこなったので報告する．

症 例

愚者：大○佳○，1歳6ヵ月，女児

初診：1982年1月29日，

主訴：排尿痛，血尿および外陰部腫瘤．

家族歴および既応歴：特記事項なし，

現病歴：1980年7月29日出生、出産，発育は正常で

あったが，1981年12月頃より排尿痛および血尿が出現

し同時に外陰部腫瘤が認められたので，近医を受診し

膀胱炎および尿道腫瘍の疑いにて1982年1月29日京都

府立医科大学附属病院泌尿器科へ紹介された．

 入院時現症：理学的所見にては，膀胱部に一致して

手拳大，弾性硬の腫瘤を触知し，外陰部にFig．1に

示すごとく大豆大より小指頭大の腫瘤が多発している

のを認めた．腫瘤の中央部よりカテーテルを挿入する

と，尿の流出を認め，後日これらの腫瘤を切除し病理

組織学的検索をおこなうと，外尿道口より脱出した尿

道組織であることが判明し，尿道脱と診断した．

 一般検査成績：尿検査：黄褐色軽度混濁，蛋臼（升），

RBC（什），WBC（帯）．血液一般検査：WBC 17，900f
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Fig． 1． Urethral prolapse Fig． 2 Cystograrn of rhabdomyosarcoma

Mm3血液生化学検査 BUN 44 mgld1そのほかの

検査てはとくに異常を認めなかった

 レ線検査 胸部には異常を認めなかった 膀胱造影

では，Fig 2に示すことく膀胱底部は著明に挙上し，

ポリープ状あるいはブトウ房伏の陰影欠損か認められ

た 静脈騒騒孟造影ては，両側の軽度水腎症か認めら

れた CTでは， F・g 3に示すごとく仙骨前面に小骨

盤腔をほとんど占拠する巨大な腫瘍か存在し，尿道へ

の著明な浸潤を認めた．

 膀胱鏡検査．膀胱底部にフトウ房状の腫瘍性病変を

認め，腫瘍の生検も同時におこなった

 病理組織学的検査 生検腫瘍片の表面は正常の移行

上皮で被われており，その下層はクロマチンに富む核

とエオシン好性の胞体を有するさまざまの大きさの紡

錘形細胞より構成されていた これらの細胞はしばし

ば平行に配列しており，筋組織への分化を思わせる線

維譲状の外観を呈していた．また粘液腫様の部位も認

められた 一部の大型細胞にはHE染色でも明瞭な

横紋を認め，胎児性横紋筋肉腫と診断された（F・g

4， 5）

 冶療 CTなどにて腫瘍の尿道への浸潤を認めたた

め，外科的に腫瘍の摘出をおこなうのは，手術侵襲に

比し効果か小ないものとの判断のもとに，化学療法を

施行することとなった．すなわち治療第1日目にピン

クリスチン05mgおよびアドリアマイソン5mgの

投与と，第1～第3日目まての3日間サイクロフォス

ファマイト100mg連続投与を1クールとする，

VAC療法を5月末現在4クール終了している 5月

末の膀胱造影ては腫瘍の著明な縮小を認め，園児の全

身状態も良好である 今後も化学療法を継続し，その

のちもし可能ならば腫瘍の全摘出およひ放射線療法を

おこなう予定である

考 察

 15歳以下の小児膀胱横紋筋肉腫は，本邦では1952年

大江ら1）か第1例目を報告して以来，私たちか収集し

た範囲内では自験例も含め49例を数える ただし横紋

筋肉腫の診断法は，1950年代以後飛躍的に発展したた

めに，それ以前にも膀胱横紋筋肉腫はかなり存在した

はずであるか，十分な診断がなされず，報告されなか

ったものか多いと思われる

 ここで自験例も含めた本邦報告例49例につき，統計

的観察を試みた

 発症年齢・性別 発症年齢は，Table 1に示すこと

く49例中48例まてか5歳以前に発症しており，平均年

齢は2歳7ヵ月であった 男女比は30 ：19で，やや男

児に多かった

 発生部位 発生部位の明確な記載のある35例につい
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Fig． 3． CT scan of rhabdomyosarcoma

        ’  t t

 Fig． 4． Histological findings of rhabdomyosarcoma （×200）

Fig． 5． Histo！ogical findings of rhabdomyosarcoma （×1，000）
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Table 1．年齢・性別（49例）

1歳未満

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳

6～15歳

4例

19例

9例

8例

5例

3例

1例

Table 2．． ｭ生部位（35例）

頚部～三角部

三角部

底 部

頚 部

前 壁

頂 部

左側壁

右側壁

後 壁

右尿管ロ付近

膀胱外壁

9（260／o）

7（20e／，）

6 （1 7e／，）

3（ 90／o）

2（ 6e／，）

2（ 60／o）

2（ 6e／，）

1（ 30／o）

1（ 30／e）

1（ 3e／，）

1（ 30／o）

Table 3．初発症状（49例）

排尿困難

血 尿

頻 尿

下腹部腫瘤

排尿痛

尿 閉

外陰部腫瘤

その他

22SIJ （450／，）

17fiij （350／o）

9イ 唖（18％）

9Sl］ （180／．）

8例（16％）

6f列（12％）

5イ列（10％）

12｛列（24％）

Table 4．治療法

手術療法

放射線療法

化学療法

手術療法＋放射線療法

手術療法＋化学療法

放射線療法＋化学療法

手術療法＋放射線療法＋化学療法

19イ列（39％）

1例（2％）

2eil （ 4e／．）

4例（8％）

13砂日（27％）

2例（4％）

8例（16％）

てみると，Table 2に示すごとくそれらの70％は膀胱

底部・三角部・頸部に発生していた．自験例も膀胱底

部に発生していた，

 初発症状二初発症状はTable 3に示すごとく，排

尿困難・頻尿・排尿痛など排尿に関与するものが多い

が，これは本腫瘍の好発部位より理解できる．小児で

このような症状を認めた場合は，膀胱腫蕩も念頭にお

く必要がある．成人の膀胱腫瘍と同様，血尿も比較的

多く認められる．外陰部腫瘤を認めた5例はすべて女

児であり，自験例をのぞくほかの4例の外陰部腫瘤

は，すべて腫瘍が外尿道口より脱出していたものであ

った．自験例のごとく尿道脱を主症状としていたもの

は，ほかに認められなかった．

 病理組織学的所見：本腫瘍は，肉眼的には明確な記

載のある38例中35例（92％）がブドウ房状外観を呈し

ており1しゃやる膀腓7ド．ウ状肉腫と診断してもよい

ものと思われる．．竹林ら44〕は，ブドウ状肉腫の組織像

は多彩な像を示すが，中でも多形細胞肉腫，粘液腫，

円形または紡錘形細胞肉腫，または横紋筋肉腫，血管

腫，軟骨腫などの所見が混在することが多いと述べて

いる．またHornら43）は横紋筋肉腫を1）pleomor－

phic，2）alveolar， 3）embryonal，4）botryoidの

4つのtypeに分類しているが，自験例はembryonal

typeに属するものと思われる． cmbryonal typeの横

紋筋肉腫は組織像より粘液腫や紡錘形細胞肉腫と診断

されやすく，疑わしい場合はHE染色のほかハィデ

ンハイム鉄ヘマトキシリン染色などにて横紋の存在を

証明する努力が必要であると思われる．自験例はHE

染色にても明瞭な横紋を認めた．

 治療と予後：49例に施行きれた治療法をTable 4

に示す．手術療法を施行された44例中31例（70％）に

は，膀胱全摘出術が施行されている．化学療法では，

最近ピンクリスチン，サイクロフォスファマイド，ア

クチノマイシンーD，アドリアマイシンなどが賞用され

ている．アメリカでは1972年より，小児の横紋筋肉腫

のより効果的な治療法を確立するtめのIntergroup

Rhabdomyosarcoma Study45’一47）がおこなわれてお

り，腫瘍を全摘出したのちピンクリスチン，アクチ・

マイシンーD，サイクロフォスファマイドによる化学療

法の併用が効果的であると報告されている．

 予後に関しては，本邦報告例は観察期間が短いため

結論づけがたいが，やはり腫瘍を全摘出したのち化学

療法を施行した症例の予後が一般に良いように思われ

る．本腫瘍は効果的な化学療法の施行により，今後予

後の改善が期待できる悪性腫瘍のひとつであろう．

結 語

 尿道脱を初発症状とした1歳6ヵ月女児に発生した

小児膀胱横紋筋肉腫の1例を報告するとともに，自験

例を含めた本邦報告例49例につき統計的観察を試み

た．

 本論文の要旨は第99回日本泌尿器科学会関西地方会におい

て発表した．
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